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スイートピー‘春かなピンク’は、家庭用冷蔵庫で２週間から４週間、種子冷蔵するこ

とで春化の効果があり、年内から収穫できます 

［要約］スイートピー春咲き性品種‘春かなピンク’は、催芽種子を家庭用冷蔵庫で、16

日から 30 日間処理することにより春化効果が得られ、いずれも年内収穫が可能となる。

処理中の主根や胚軸の伸長量が少なくて作業性が良く、可販収量が多い点では、３℃では

23 日から 30 日間、７℃では 16 日間の処理が優れている。 
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［背景・ねらい］ 

 春咲き性品種を年内から収穫するためには、催芽種子を一定期間冷蔵する種子春化処理

が必要であり、一般的には冷蔵温度は０℃から２℃、期間は20日から30日といわれている

が、品種による違いがある。そこで、家庭用冷蔵庫利用を想定し‘春かなピンク’に適し

た処理温度・期間を、発蕾日数、収量、品質の面から検討する。 

 

［成果の内容・特徴］  

１ ９月上旬に‘春かなピンク’を種子春化処理しないで播種すると、平均発蕾日数は143

日、平均発蕾節数は61節となるのに対し、２℃28日間処理後に播種すると、平均発蕾日

数は36日、平均発蕾節数は17節となる。また、５℃および７℃の28日間処理でも概ね同

様の効果が得られる（表１）。 

２ 処理温度（３℃、７℃）と期間（16、23、30日間）を組合せて比較すると、７℃

では16日から30日、３℃では23日から30日で、平均発蕾日数は32から40日、平均発

蕾節数は17から21節となる。３℃16日間処理は他処理と比べ発蕾日が遅く、発蕾節

数が多い(表２)。 

３ 処理中に主根および胚軸は伸長し、３℃より７℃で長く、処理日数が長いほど長

くなる傾向を示す（表２、図１）。 

４ 可販本数は、３℃16日間処理が最も少なく、他の処理区は同等となる（表３）。 

５ 切り花長、小花数から最も切り花品質が高くなるのは、７℃16日間の処理が適し

ている（表３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 家庭用冷蔵庫利用を想定し、３℃と７℃で試験を行った。 

２ 使用する冷蔵庫内の温度を確認して、処理期間を設定する。 

３‘春かなピンク’での結果であり、他の春咲き性品種では反応が異なる可能性がある。 

４ 処理温度が高いと、主根と胚軸が伸びるため、冷蔵容器に入れる種子数を少なくす

る。また、播種時に主根や胚軸を折らないよう取扱いに注意する。 

５ 処理期間中は種子の腐敗が懸念されるため、適宜種子の状態を確認し、種子にカビが

生えたら取り除く。  



［具体的データ］ 

表１ 冷蔵温度が発蕾に及ぼす影響 

 

 

 
 
 

 

z（2021年）播種日2021年9月 1日、調査株数20株反復なし 
z (2023年）播種日2023年8月31日、調査株数28株3反復 
y播種日から発蕾を確認した日までの日数の平均 
x播種日に発蕾日数を加えた日付 

 

 

表２ 冷蔵温度と処理日数が発蕾および主根と胚軸に 

及ぼす影響 

冷蔵温度 

処理日数 

平均 

発蕾 

日数 z 

平均 

発蕾 

節数 

主根長

(mm) 

胚軸長 

(mm) 

７℃30 日 32byy 18.1b 33a 35a 

７℃23 日 37byx 19.1b 42a 30a 

７℃16 日 38byx 20.0b 15b 17b 

３℃30 日 35byx 17.3b 11b 02c 

３℃23 日 40byx 18.4b 13b 02c 

３℃16 日 49ayx 24.1a 05b - 

有 温度 ** ** ** ** 

意 期間 ** ** ** ** 

性 x 交互作用 ** * ** n.s. 
播種日 2024 年 9 月 2 日 調査株数 10 株 3 反復 
ｚ播種日から発蕾を確認した日までの日数 
y Tukey の多重比較検定により異符号間で有意差あり 
x 二元配置分散分析により*p<0.05, **p<0.01 で有意差あり,n.s.は有 
意差なし 

 
表３ 冷蔵温度と処理日数が収量および品質に及ぼす影響 

冷蔵温度 

処理日数 

収穫本数 

（本/株） 

可販本数 z 

(本/株) 

切り花長 

(cm) 

小花数 

(個) 

７℃30 日 22.4bcy 20.1ab(90) 38dxx 4.1dx 

７℃23 日 24.2aby 21.8ab(90) 40bcd 4.4bc 

７℃16 日 26.2ayz 22.9ay(88) 42abx 4.6bx 

３℃30 日 23.0byz 21.1ab(91) 39cdx 4.2cd 

３℃23 日 24.6aby 22.2ab(90) 41bxx 4.4bc 

３℃16 日 21.1cyz 18.5b（88) 45axx 4.9ax 
有 温度 * n.s. ** ** 
意 期間 * n.s. ** * 

 性 x 交互作用 ** * n.s. n.s. 
播種日 2024年 9月 2日  調査株数 10株 3反復  収穫期間 2024年 12月～ 2025年 4月 16日  
z 切り花長25㎝以上かつ小花数3個以上かつ中位に落蕾痕がない切り花, ()は総収穫本 
数に対する割合(％) 
y Tukeyの多重比較検定により異符号間で有意差あり 
x 二元配置分散分析により*p<0.05, **p<0.01 で有意差あり,n.s.は有意差なし 
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実施年z 冷蔵温度 処理日数 平均発蕾日数 y 平均発蕾節数 

2021年 （種子冷蔵なし） 143 (1 月 23 日)x 61 

 ２℃ 28 036 (10月07日） 17 

2023年 ５℃ 28 038 (10月08日） 17 

 ７℃ 28 039（10月09日） 18 

図１  冷蔵処理後の主根と胚軸  
*図中の白線は 50 ㎜ 

３℃ 16 日 ３℃ 23 日 ３℃ 30 日 

７℃ 30 日 ７℃ 23 日 ７℃ 16 日 


